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層．はじめに

国連児童基金（ユニセフ）の「世界子ども白書1990年」によれば，80年代，多くの国で貧困，

栄養不良，病気に苦しむ子どもが増え，現在毎週25万人以上の幼児が死んでいるという。費用の

面からもさはど予防するのが難しくはない百日ぜき，ほしか，破傷風，下痢性脱水症，抗生物質

で安く治療できる肺炎。それらで多数の子どもが命を失う現実を，現代最大の罪だと自書ほ述べ

ている。幼児の命や成長を犠牲にして，軍事費や債務の支払いに国家予算の半分を当てる国があ

る。戦争や経済的貧困が多数の子ども達の希望と将来を奪っている。その一方で十代から成人病

の初期症状という子どもがいる日本やアメリカなどの国もある。過剰栄養と低栄養が同居する世

界，痩せるための努力をする人々がいれば，わずかな食料を奪い合う人々のいる世界，この世界

でほ一体何が進行しているのだろうか。

現代ほ地球時代としてとらえることが出来る。地球レベルで問題を解決しないかぎり，本当の

意味での問題解決にならない時代，様々な問題を地球全体でとらえられていかなければならない

程に深刻な状況になっている時代なのである。情報◎通信のネットワークが地球の隅々まで張り

めぐらされ，世界各地の出来事をはぼリアルタイムで知ることが出来る。「アンニョンハシムニ

カ」「ダウテンターク」「ボンソワール」，通信衛星を通して様々な言責と情報が行き交う。様々

な交通手段によって，世界各地へと出かけて行くことができる。この20年間に3度の大規模な飢

餓におそわれたアフリカ，飛行機や自動車を扱い，飽食日本とほ違う厳しい世界を1日半もあれ

ば目撃することになる。2個の卵からできた目玉焼きがあたりまえになっている日本から，1個

の目玉焼きを数人で分け合う東南アジア諸地域の生活にふれるのには，数時間の飛行枚旅行で可

能となる。せまくなる地球，共存をとおしてほじめて維持可能な地球，地球時代をどのようにと

らえていくのか，重大な課題となってきている。

1989年という年は，世界の歴史の上で長い間に渡って記憶されていくに違いない。この100年

を25年刻みに辿ってみ＿ると，25年前の1964年，この年にべトナム戦争を本格化させるトンキン湾

…
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決議がなされている。50年前の1939年にほ第二次世界大戦が，75年前にほ第一次世界大戦がそれ

ぞれ勃発している。100年間にこれはどの激動と国際間の再編成を体験するだろうと予測できた

ろうか。100年前日本ほ明治憲法の発布により近代国家としての歩みが始めようとしていた。ヨ

ーロッパ各国ほ植民活動を展開し帝国主義政策にいそしんでいた。それから100年が経ち，1945

年のヤルタ協定に基ずく第二次世界大戦後の冷戦という異常な国際状況ほ，米ソ両首脳のマルタ

会談を通じて，実質的な終りへと至ることとなった。ソビエトのペレストロイカ（改革）を契機

にポーランドに始まった民主化ほ，東ヨーロッパの各国に波及し，ベルリソの壁を打ち壊し，プ

ラハの春を再現した。200年前起きたフランス革命にも似た凄まじい変動がヨーロッパにほ生じ

ている。このような政治的激変と並んで，1989年ほもう一つの意味から重要な年になった。世界

的規模で環境汚染が拡大しており，〟国だけの努力でほ解決できないほどに深刻になってきてい

る。極地方ばかりでなく，深海から大気圏まで環境汚染ほ広がっている。なかなか分解きれない

フロンや㌘CBなどの化学物質，毎年本州規模で消滅していく森林破壊，化石エネルギーなどの

消費によって増大する二酸化炭素，このままもし環境破壊が進行していくならば，とりかえしの

つかない生体系の破壊や地球規模での気候変動さえも予想される。おそらく1989年ほ地球環境元

年として位置づけられていくだろう。汚染防止のための国際的努力と取組みが本格的に開始され

た年として記録されることになるであろう。

私たちほ実に様々な課題を抱えながら地球号という乗り物の中に乗り合わせている。この地球

号にほ現在政治的紛争などにより1，200万人から1，300万人の難民がいる。その一方で経済の活動

ほ国境線を越えて多国籍にまたがってなされている。国際間の資本の移動や人的交流ほ益々盛ん

になっていく。経済の国際化は発進国間の乳みとともに，南北間の経済格差を生み出していく。

資本の移動とは裏腹に，貧しい国から豊かな国へ向かって，経済難民や出稼ぎ労働者が押しださ

れていく。1989年夏，ボートピープルとして日本に次々に渡って発た人々ほ国際政治，国際経済

の歪みをそのまま映し出しているといっても過言でほない。労働を目的に日本に不法滞在する外

国人ほ10万人を越えると言われている。国際間にわたる人々の移動は当然のことながら文化的な

摩擦や新たな文化形成への可能性を帯びている。経済難民あるいぼ外国人労働者受入れの発進国

アメリカや西ドイツでは，外国人労働者の排斥運動や低賃金労働と貧困の同居，人種差別などが

生じている。日本においても外国人労働者の受入れ問題が現実化してきている。

冷戦構造の崩壊とボーダーレスエコノミーの展開，世界を包み込む情報のネットワーク化ほ，

新しい国際関係秩序と新しい経済システムへの幕あけをもたらした。現代ほ新しい時代への入口

だといってもいいだろう。時代が限にみえる形となって激しく変化していく。日本という島国の

なかから世界を見つめる時代ほ去った。容赦ない限で世界から日本ほ眺められている。「日本ほ

アジアなど途上国が置かれている非民主，非自由という状況を自国の経済発展のために利用して

いるのでほないか。われわれほ経済的に貧困でも，精神的にほ貧しくぼない。平等の友情の関係

を持って，共に社会正義や平和の問題に取り組んではしい」（タイの代表的知識人で仏教思想家
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スワク◎シワラクシ）。「日本の近代的設備の漁船が発て，魚をごっそりとって行ってしまう。

フィリピソの漁民は小さな船で小さな魚をとるだけになっていってしまった。海に問まれた国な

のに，日本製の缶詰の魚を輸入して食べなければならない。全くおかしな構造です」（マニラの

消費者運動家ジュリー◎アマルゴ女史）。引用が長くなったが，アジアから日本を見る限ほ厳し

い。そのような厳しい限に応える姿勢が世界から現在必要とされてきている。「宇宙船地球号の

中から国際社会を考える」（副題としてほ「地球時代を考える」）ほ，様々な課題を抱える私たち

の社会を，地球という身近な場所との接点を持ちながら，同時に国際的視野を意識して授業展開

を試みている。現行指導要領の枠組みのなかでとらえてみると，（2）国民生活の向上と経済

〈ェ〉貿易と国際協力，および（3）日本の政治と国際政治くェ〉国際社会と平和に該当してく

る。斯学習要領においてほ，（1）現代の社会生活〈イ〉現状の文化と生活，くり〉情報と社会，

（2）国民生活の向上と社会くり〉経済生活と国際協力，（3）民主政治と国際社会くり〉国際社

会と平和などと該当し，むしろ内容的にほ国際化を重要なテーマとした新学習指導要領の全分野

を網羅的に扱うものとなっている。

霊付 指導要領と授業内容の関係

前節「l．ほじめに」でも触れたように，この授業全体の内容ぼ現指導要領よりもむしろ新指

導要領の国際化に伴う授業案となっている。それぞれの授業内容を描き出すための基本となる大

きなテ㌦マほ，現在の国際社会をそのまま反映するものとなっている。その意味で現代社会を構

成する諸問題むこよって大きなテーマほ形成されている。

1 世界の食料生産の現状

2 エネルギー問題

3 東西問題と軍縮

4 南北問題

5 環境問題

6 ボーダーレスエコノミ仰の展開むこともなう諸問題

7 異文化理解と人額の共存

8 せ普くなる地球

9 地球時代

10 日本のはたす役割

以上10のテーマを新指導要領のなかで位置づけるとどのようになるだろうか。以下表を参照して

もらいたい。

注「」の中ほ新指導要領との連関性を説明したものである。
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新指導要領内容 授 業 テ ー マ

（1）現代の社会生活 6 ボーダーレスエコノミーの展開とそれにともなう諸問題

イ 現代の文化と生活 7 異文化理解と入寮の共存

国や地方による文化と生活の 「産業社会の出現ほ地球上のすべての地域において，従来あ

違いに着目させ，現代の社会
った伝統社会の没落を決定的にした。例えば，地球上にもほ

生活における文化の働きを理 や未開社会を探すことほ困難な状態とさえなっている。膨大

解させるとともに，わが国の な／くルプ需要はボルネオ島における森林の民逮の生活を現に

文化の伝統に対する関心を深 破壊しつつある。開発ほアマゾンの奥地にまで及びインディ

め，文化の継承と創造の意義 オの生活スタイルほ破壊された。国境の枠を越え展開する経

に気ずかせる。

ウ情報と社会

済活動ほ，南北間の経済格差を助長し，多数の経済難民や外

国人労働者を生み出す結果となった。産業社会の進展にとも

ない，共通文化を育む土壌が生まれる一方，文化的摩擦も大

きな課題となってきた。ここでほ以上の認識に基づいて，経

済活動とその経済活動がもたらした国際秩序，及びその経済

システムがどのような影響を国民生活や文化にあたえている

のかを考えてみる」

8 せまくなる地球

情報の増大及びその働きが社 9 地球時代

会生活を変化させていること 「マゼランにひきいられた一行が世界一周をするのに二年の

を理解させ情報と人間の関わ 歳月を費やした。現在飛行機で二日の旅で世界が回れる。地

りについて考えさせる。 球を取り巻く情報のネットワークを利用すれば，ほんの数秒

で地球の裏側へ情報を伝達することができる。産業の発展は

最適効率を目指し，情報化社会と呼ばれる新しい社会を現代

にもたらした。人間と情報との新しいかかわりが生まれよう

としている。人間にとってほ利用するための手段である交通

◎通信の発達は，地球をせまくし地球時代を内側から支える。

飢餓が，政治変革が，新しい流行が，衛星回線を通じてテレ

ビ画像に映し出されてくる。為替取引が世界各地の市場で寸

時になされ，刻々と相場を形成していく。情報のネットワー

クは由境線をしだいに過去のものとしていく。ここでほ以上

の認識に基づき，情報化が現代社会，現代の国際社会にどの

ような影響をもたらしているのか，せまくなる地球◎地球時
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代にどのような役割をほたしていくのかを考えてみる」

（2）国民生活の向上と経済 1 世界の食料生産の現状

ウ 経済生活と国際協力貿易 2 ここネルギ一問題

などを通じて経済生活が国際 3 南北問題

的な関わりのなかで営まれて 6 ボーダーレスエコノミーの展開と諸問題

いることについて考えさせる 10 日本の役割

とともに，貿易の意義と役割 「食肉で穀物と同じカロリーをえるた捌こは，6から7倍の

を理解させる。また，国際的 穀物が必要となる。欧米発進国でほ一人あたり年間百キロ前

な協力が我が国及び世界の経 後の肉を食べており，穀物生産の6割ほ飼料穀物として消費

済の発展にとって大切である されてしまう。世界の穀物生産量ほ年間約17トン。一人年間

ことを理解させるとともに， 百五十キロする程度の敷物があれば生きていけるから，百億

世界にほ資本主義経済のほか 人以上の人口を養える計算になるが，実際にほ数億人が飢餓

に社会主義を建て前とする諸 状態にある。食生活の現場から眺めれば，穀物を奪い合う構

国があることについても理解 図が浮かんでくる。エネルギーなどの資源から眺めると，私

させる。 たちほ，1973年，1979年過去二度のオイル◎ショックを経険

してきた。オイル◎ショックによって経済変動がもたらされ，

多くの国々が長い期間にわたる不況を経験することとなった。

現在再びオイル需給は逼迫しつつある。かつての省エネルギ

…聖経済からエネルギー多消費型経済へと転換しつつある。

OA化にともない莫大に排出される紙ほ囁公害につながり，

年式が古くなることによる率の解体でフロンが排出され，凄

まじい使い捨てが凄まじいエネルギーの消費となっている。

発進工業国に片寄った食料◎チネルギーなどの消費は，発展

途上地域における貧困と飢餓，環境破壊などをもたらしてい

る。このような経済のアンバランスはどこからうまれてくる

のだろう。最適資源の配穿と最適労働の利用，最大利潤の市

場を求めて，経済は国境を越えて展開されている。その展開

は一層の南北間の経済格差を生み出していく。以上の認識に

基づきながら，ODÅについて，NGOのあり方について，国

際経済の面からも考えていく。」

（3）日本の政治と国際社会 3 東西問題と軍縮

ウ 国際社会と平和 4 南北問題

…
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国家の主権，領土及び国際連

合などの国際組織や国際交流

について理解させるとともに，

国家間の相互理解と協力が平

和の維持と入寮の福祉の増進

にとって大切であることを認

識させ，国際社会におけるわ

が国の役割について考えさせ

る。また，日本国憲法の平和

主義について理解を深め，わ

が国の安全と防衛の問題につ

いて考えさせるとともに核兵

器の脅威に着目させ，戦争を

防止し，世界平和を確立する

ための熱意と協力の態度を育

てる。

5 環境問題

7 ボーダーレス時代

10 日本の役割

「冷戦の強度を示す象徴的な指標として， アメリカのプレソ

チ◎オブ◎アトミック◎サイェソテスッ誌がある。この雑誌

の表紙にほ，運命の時計の針が措かれている。夜中の午前零

時を時計が示すと核戦争の勃発である。過去運命の時計が午

前零時にもっとも近づいたのほ，1958年の2分前であった。

この時代ほ米ソが水爆開発に狂奔していた。1963年部分的核

実験停止条約締結により，時計ほ12分前に戻きれた。1983年

米ソミサイル交渉決裂により時計ほ3分前を示した。1987年

‡紺ざ全廃条約により時計の針ほ午前零時6分前に変わった。

1989年のマルタ会談ほ冷戦の事実上の終結を告げるものとな

った。戦略核兵器制限交渉と通常兵器制限交渉と通常兵器削

減交渉が次の日程に上がってきている。1985年ゴルバチョフ

政権の成立とそれにしたがってなされた，米ソ首脳によるジ

ュネーブ会談ほ新デタントの始まりであり，1989年のマルタ

ほ冷戦の次の時代の始まりとなった。ヨーロッパの劇的な変

率ほ，まだアジアでほ始まってほいない。アジア地域の安定

のために，日本のほたす役割ほおおきい。国際間の政治的安

定ほ軍縮問題から導かれるものでほない。環境汚染の防止や

国民生活安定のための経済発展が今や重大な問題として浮か

び上がってきている。少数の国々だけが多数の国々の貧困の

上に豊かさを享受できるのは，しだいに難しくなっている。

国際間の経済アンバランスほ，国際的な金融の不安定さや経

済難民そして環境汚染をもたらす結果となったからである。

持続力のある相互依存による国際的な経済発展が求められる

時代になってきた。以上の観ノ如こ基づいて，軍縮の問題，南

北問題，環境問題などがここでは考察されていく。

選 果体約な授業展開薬と袈海港法

指導要領と「宇宙船地球号の中で国際社会を考える」の授業内容との関わりについて第2節で

ほとらえてみた。第3節のここでほ具体的な授業展開薬とその実施方法について考えてみたい。
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第2節でほ10のテーマを設定してみた。あらためて記すと次のようになる。1．世界の食料生産

の現状 2．エネルギー問題 3．東西問題と軍縮 4．南北問題 5．環境問題 6．ボーダ

ーレスエコノミーの展開とそれがもたらす諸問題 7．異文化理解と人頸の共存 8．せまくな

る地球 9．地球時代（ボーダーレスの時代）10．日本の役割

以上の10のテーマに基づいて授業が展開されていくわけである。但し既に第2節で考察したよ

うに，テーマそれ自体が単独で展開されるものでほなく，相互連関性を帯びている訳であるが，

ここでほ，テーマに従って「宇宙船地球号の中で国際社会を考える」の授業全体案を提示してみ

たい。

授業全体の指導計画案

授業テーマ 宇宙船地球号の中で国際社会を考える

導入 6 せまくなる地球（1時間）

7 異文化理解と人類の共存（2時間）

展開 6 ボーダーレスエコノミーの展開と諸問題（2時間）

3 東西問題と軍縮（3時間）

4 南北問題（5時間）

発展 1世界の食料生産の現状とその問題点（2時間）

2
エネルギー問題について（2時間）

5 環境問題について（3時間）

整理 9 ボーダーレスの時代（2時間）

10 日本のはたす役割（2時間）

導入から整理まで，授業展開案でほ，全体の授業実施時間ほ23時間の内容になっている0
しか

しながらこの授業にほもう一つのねらいがある。課題学習をいかにして実施していくのかという

ものである。実ほ第1節のほじめにから，授業ほ始まっているのである0今回この授業を課題学

習としてとらえていくに関しては，3点のポイントをおいてみた01つぼテーマ自体が私たちに

とって解決していかなければいけない課題であること02つめほ生徒に課題として，どれか一つ

のテーマを選び，自分たちで考えさせ，その内容を発表させるということ03つ糾ま，現実の授
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業の場で具体的な内容を提示しながら，生徒に考えさせ，自分の言葉で事象をとらえさせていく

ということ，以上3つの点が授業実施に際して課題学習面から考慮されたものであった。そのた

め，まず授業の最初の時間で，授業内容の紹介とテーマの設定がなされた。1の「世界の食料生

産の現状とその問題点」から始まって，10の「日本のほたす役割」までのテーマほ同時に生徒に

課せられる課題でもある。生徒を10の班に分け，各班にそれぞれ一つのテーマを選ばせる。各班

ほ選んだテーマに従ってレポートを作成していく。最終的には，各班の発表に変える形で一冊の

レポート集を作りあげていく（時間に余裕があれば発表もおこなう）。勿論この課程で，様々な

見方が出てくるわけで，授業担当者との違いも当然生じてくる。しかしながら，それがまたこの

学習全体の狙いにもなっている。

堵 授業内容（「南北間題」を例に←て）

一閃発教育と南北問題一

次に実際の授業の中でほ，テーマがどのように展開されたかを「南北問題」を例に取り上げて

眺めてみることにする。特に「南北問題」ほ，本校社会科がこの何年か取り組んできた，いわゆ

る「開発教育」と深く関係してくるものであり，地球社会の持続ある発展をとげていくためにも，

21世紀にかけて大変重要なテーマとなっている。今回南北問題ほ全体23時間の中で5時間の時間

配分をなした。

ところで，「開発教育」という言実の中に示された「開発」の概念について，考えてみる必要

性がまずあるだろう。国際的にほ「開発」ほ，普通第三世界諸国の経済的◎社会的開発を意味す

る用語として理解されている。そもそもケネディの提案を受けて国連で決議された「開発の10年」

が象徴しているように，開発とほ南北間格差や南側の発展を妨げている後進性を打開するための

「西欧化◎工業化」を示すものであった。しかし現実にほ，西欧化◎工業化ほ南北間格差を一層

拡大するものとなった。経済格差ほ単に南北間にまたがるものぼかりでなく，南の国内における

所得格差をも増長させた。あらためて「開発とほ何なのか」，「それほ一体だれのためなのか」

という根本的な問題が問われてきた。こうして，従来受け入れられていたような開発思想とほ全

く異なる思想が現れるようになった。

まず，開発の焦点ほ第三世界の貴賓の住民におかれるべきであり，彼らが人間として生きる上

で，最低限の必要の充足こそ最優先の課題でなければならないという思想である。この考え方は

南の国内の不公正の是正をも示唆するものであった。具体的にほ従来の都市中心工業化志向の開

発政策に代わり，農業。農村開発の重視，近代化の見直しにせまる考え方だといえる。上からの

開発に代わる下からの「住民参加」による開発の考え方が示されたわけである。この開発論ほ西

欧先進工業国を唯一のモデルと考える開発志向を認めず，第三世界各国の歴史と文化を尊重し，

従って国の開発も固有の文化に根ざす方法がとられるべきであると主張する。

50年代から60年代にかけての南北間格差の拡大ほ，西欧的近代化に疑問を投げ掛ける一方，
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「人間とLて生きる上での最低限の必要」の充足を最優先の課題とした「開発」の概念を提示し

た。しかし，現在「持続可能な開発」という，より新しい考え方が示されている。

この考え方は，地球的規模の問題を人類的視野から総合的に捉えたものである。地球規模の環

境破壊と第三世界の絶対的貧困，そして先進諸国の繁栄ほ深く連鎖するものである。現在第三世

界の絶対的貧困と地球規模の環境悪化を前に，先進諸国の経済発展ほ危ういものとなってきてい

る。1983年国連の委託をうけたノルウェイ首相プルソトラント夫人を委員長する「環境と開発に

関する世界委員会」ほ1987年の報告書の中で，「これまで人頸が追求してきた開発は決して長く

ほ続かない，持続可能の開発を探ることが必要である」と報告している。「持続可能な開発」と

いう概念の中で，南北間蔑も捉えられて行く。報告書ほ，環境と開発の捉えられかたに関して，

両者ほ互いに独立したり，別々のものではなく，不可分であり表裏一体であると規定している。

ところで環境を保持しながら持続可能な発展ほいかにしたならば達成できるのだろう。報告書で

は「公正」の概念が提示されている。国際的にほ先進国と発展途上国問に，国内的にほ都市と農

村の問に，政治文化に関してほ少数民族と多数民族の問に不平等や不公平が存在しており，環境

と開発をめぐる根本的解決のためにほ公正の実現こそ不可欠の要因である。

「開発教育」内容は，西欧先進国をモデルにした近代化あるいほ「開発」に疑問を提示すると

ころから生まれてきた面を否めない。しかしながら地球社会の進展の中で，「開発教育」の内容

もまたその概念規定とともに，より進展していかねばならないだろう。地球社会の地平のなかで，

南北問題もまた新しい段階を向かえている。ブルトラソト報告の「持続可能な開発」の考え方に

従い，ここでの授業は展開された。

なお授業ほ以下の内容で展開された。

1時間目「3つのコネクションから南北問題を考える」

2時間目「南北間懸って何？」

3時間目「『世界子ども白書1990』をよむ」

4時間目「サラワクの先住民」

5時間目「持続可能な発展のために」

5 最後に

現在ストリートチルドレン（路上で物乞いをしいり，生活しながら働く子ども）ほ，アジアや

中米アフリカを中心に1億人にも上るという。1990年の秋には，子どものためのサミットが予定

されているが，このような子どもの存在こそ，地球から視点を当てていく上で大きな課題となっ

ているのである。理想から捉えて行けば，このような子どもが率福に暮らせる社会ができて，実

は環境問題も資源エネルギーの問題も解決していくのである。その意味からすれば，まだ私たち

は薄明のなかにたっているのかもしれない。

しかしながら，最近になってこの世界におおきな変化が生まれてきた。例えば軍縮問題に閲し

－
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て言えば，従来あった集団安全保障の考え方ほ後退し，1982年第2回国連写縮特別総会に際して

国連事務総長に提出された，パルメ委員会起草の報告書の「共通の安全保障」の考え方が，しだ

いに表にあらわれるようになった。この考え方にたては，核抑止論ほ核惨事から人類を守る上で，

はとんど役に立たない理論である。だから相互抑止の考え方を捨てるのが大事である。私たちの

取るべき道ほ「共通の安全保障」しかない。核戦争に勝ってどちらか一方が勝利することほあり

えず，生存の道ほ協調しかない。双方ともに相手に敵対してでほなく，協力して安全保障を実現

しなければならない。さらに現在，単なる軍事問題を越えて，より広い視野にたつ，環境安全保

障の考え方さえ，提出されるようになってきた。

私たちは既にボーダーレスの時代を生き始めているのかもしれない。国境がなお国境であり続

ける慣習ほ無視できまい。しかし，それにもかかわらず，国境を越え壁を低くしようという強い

力がますます強く働いていくことも否定出来ない。

長らくネパールで医療活動を行ってきた岩村昇氏は「ネパールの赤ひげほ語る」の中で，宇宙

一地球－アジア一日本そして宇宙船地球号という視点を，岩村氏が養子にしたビジュから教えて

もらったと述べている。空を見るのが好きなビジュほ，連れてこられたその晩から，岩村氏に，

「おとうちゃん，地球にねっころがろう」といったそうであるが，地球にねっころがって見る空

にほ，満天の星が輝いている。宇宙船地球号を地球にねっころがりながら感じることが，今本当

に大事なことではあるまいか。

（小澤富士男）

ー
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く現社◎地理における「開発教育」の位置づけにつし、て〉

1．高校1年生においてほ社会科4単位（必修）が置かれている。科目としてほ地理2単位，現

社2単位であるが，地理2単位＋現社1単位をまとめて，現社◎地理3単位の科目として小林

が担当して授業を展開している。（現在1単位ほ別の教官が担当）

2．別紙の年間カリキュラムは1989年度筆者が実施した授業の概要一覧である。なお，2学期後

半に行った（Ⅳ）「ラテンアメリカと民衆」の11時間分の授業展開についてほ毎時間の授業内

容の概要を次に示してある。

3．年間カリキュラムほ，大きく5本の柱からなる。

。（Ⅰ）「日本の教育問題」…まず，高校生となって社会科の学習を始めるに当って，自分達

の生活の場である学校を見つめなおし，自分逮を取り巻く社会について考えさせる。特に教

育問題という身近な問題，自分達の問題から日本を見ていく第一歩とする。

。（Ⅱ）「南アジアと民衆」，（Ⅲ）「アフリカと民衆」，（Ⅳ）「ラテンアメリカと民衆」では

途中教育実習が前◎後期に2回，あいだに入るが，1学期後半から2学期一杯，アジア，ア

フリカ。ラテンアメリカ一郎ち第三世界の学習を集中的に扱う。その際，各単元において

『ェビと日本人』『地球環境報告』『燃える中南米』（いずれも岩波新書）をそれぞれ全生徒

に購入させ，これをテキストとして授業を展開した。

0（Ⅱ）「南のアジアと民衆」の際に利用した『ェビと日本人』では，①日本とアジアとの関

係をェビという我々の食生活に身近なものを通じて理解する。②その際日本のエビ輸入が生

産地域の住民の生活に深刻な影響を与えている。③生産者と消費者の顔の見える関係が重要

等の視点を持つようにする。④さらに地域調査の方法や，地域のとらえ方，見方などについ

ても学習することをねらいとした。

。（Ⅲ）「アフリカと民衆」での『地球環境報告』の学習においては，①現在，国連など世界

で問題視されている地球的規模での環境破壊の実際について理解する。②とりわけアフリカ

等発展途上国において深刻化している問題のよってきたる原因，その構造をあきらかにする

（しばしば誤って理解されているので）。③その中で先進国のほたしている役割に言及して

いき，我々の生活のあり方をも問いなおしてみる。

○（Ⅳ）「ラテンアメリカと民衆」での『燃える中南米』の学習でほ，①ラテンアメリカを通

して発展途上国のかかえている様々な問題を理解する。②そして，ラテンアメリカの貧困の

構造を具体的にあきらかにしていく。③さらに，様々な困難にもめげることなくたくましく

生きる民衆の生きざま，身体をはって生きている人々がいることを具体的に理解し，④その

上でこういった人々との人間として共感し合えるようにする。

0（Ⅴ）「ヨーロッパと民衆」の『豊かさとほ何か』の学習においてほ，①ヨーロッパと日本

を比較しながら，日本の豊かさとほいったい何なのか，もう一度広い視野から見つめなおし
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てみる。②その上で我々の生活のあり方をもう一度考えなおし，世界の中ではたすべき日本

の役割についても考えてみる。

4．以上の年間カリキュラムについて述べてきたが，一言で言えば，年間カリキュラム全体とし

て「開発教育」を意識した内容にしているつもりである。

日本の繁栄というものがしばしば第三世界を犠牲として成り立っている現実があり，加害者

としてふるまっていることが多いが，その事について生徒達ほ意外と認識不足である。そして，

自分達の「豊かな」生活がどのような社会的背景の中から生れてきたものか知らない。また，

今日の自分達の「豊かさ」を守るといった発想から世界を見ていくことが多く，第三世界の貧

困や飢餓などについても「かわいそう」といった同情のレベルで終っていることが多い。

そうした生徒達に，第三世界の実態をリアルに知らせること，第三世界の困難性の原因を追

求し構造的に理解すること，そして日本を含む先進国のほたしている役割をしっかりとおさえ

ること。そして第三世界の人々と同じ人間として共感し合える関係をつくること，さらに将来，

こうした南北格差をなくす方向で，環境を守るといった方向で現実に立ち向っていけるような

実践的能力を見に付けることを蘇って授業を行ってきた。

授業の中で，課題としての小論文，レジメの作成さらに討論等を多く取り入れていったのは，

単なる教師の教えこみでほなく，自らが様々な角度から学習，自分の認識を少しでも確かなも

のにあるいぼ深めてもらえればと考えたからである。

（Ⅳ）「ラテンアメリカと民衆」（等号時間）の展開例

ここでほテキストとして『燃える中南米』（伊藤千尋 岩波新書1988）を生徒全員に持たせ，

11時間かけて授業を行った。プリントほ教師作成のものと，生徒が各章ごとにまとめたものの中

からすぐれたものを印刷し配布し，両方を利用して授業を展開していった。

ラテンアメリカの学習の11時間のうち，いわゆる講義に該当するものが9時間，あとの2時間

ほ生徒の3分間スピーチ及び討論にあてた。また，1，2学期に行ってきた第三世界の学習のま

とめとしてほ，冬休みに小論文「第三世界を考える」を課題とし，これをもってこれまでの学習

のまとめとした。

教師作成のプリントほ毎時間いくつかの学習課題を質問の形成で生徒になげかけ授業を構成し

ている。以下その項目を書き出してみる。質問内容から，全体の流れ，ねらいを推し測ってもら

えれは幸いである。

⑳l時限目「ラテンアメリカとほ」

Qlラテンアメリカにほ，現在33か国の独立国がある。どんな国があるかリストアップしてみよ

う。

Q2それらの国々はどこの国から独立したのか。また，現在も植民地となっている地域ほどこかo

Q3なぜ，ラテンアメリカと呼ばれるのか。ラテンアメリカの持つ共通性とはどのようなことか0
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⑳2時限目「スペイン。ポルトガルの支配がもたらしたもの」

Qlヨーロッパ人が来航する以前のラテンアメリカはどうなっていたか。

Q2スペイン人やポルトガル人のねらいは何だったのか。また，どんなことが行われたか。

Q3 ラテンアメリカの独立の担い手ほどのような人々だったか。

⑳3時限目「ラテンアメリカ経済の苦悩」

Qlラテンアメリカ各国の輸出構造から，どのようなことがわかるか。

Q2モノカルチュア経済ほ，その国の経済に様々な問題を生じさせる。どんな問題があるか整理

してみよう。

Q。ラテンアメリカにおける工業化ほ様々な問題を生じている。どんな問題が生じているか。

⑳4時限目「インフレ◎不平等。累積債務」

Qlラテンアメリカでは，現在「経済エイズ」と呼ばれるはど，インフレが進行している。その

原因ほ何であろう。

Q2 ラテンアメリカは「借金大陸」と言われる。どうして莫大な債務をかかえるようになってし

まったのか。

Q3 こうしたなかで，ラテンアメリカの民衆の生活はどうなっているのか。

⑳5時限目「ラテンアメリカの農村と民衆」

Qlニカラグアの革命や，エルサルバドルの民衆ほ，どのような現状を，どう変えようと努力し

てきているか。

Q2 テンアメリカの土地制度は何と呼ばれているか。どのような特徴があるか調べてみよう。

Q3近年，かなりの数の人々が，農村から都市へ流れている。なぜ，そのような現象が起こって

いるのであろう。

Q4 こうした状況のなかで民衆の生活はどうなってきているか。

⑳6時限目「軍政と民衆（そのl）」

Qlラテンアメリカほ「軍政大陸」とか，「クーデター大陸」とか呼ばれている。どのような状

況がこれまでにあったのか。

Q2 なぜクーデターが多発するのであろうか。また，なぜ軍の力が強いのか。

Q3軍政の下で，民衆ほどのような状態におかれてきたのか。「5月広場（59ページ）の母たち」

の運動ほ何を意味するのであろう。

＊（）は『燃える中南米一特派員報告－』（伊藤千尋，岩波新書）の該当ページ。以下同じ。

Q4民主化を進める上で大きな問題となっている点ほ何であろうか。また危険性ほどんな点にあ

るのか。

Q5 日本の経済官僚の言葉「軍政になれば日本側が貸した債務を返してくれる」「軍政になった

ほうが治安が安定して国民にもいい」（72ページ）についてどのように考えたらよいであろう。

⑳7時限目「軍政と民衆（その2）－チリの場合」
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Ql1970年に誕生ちたアジエンデ政権が行ったことほどんなことだったか。その後のピノチェト

軍事政権が行ったことほどんなことか。

Q2軍政下の秩序はどのような問題をほらんでいるだろうか。

Q3軍政下で，民衆はどのような抵抗を行っているだろうか。

Q4 アメリカ合衆国はチリに対して，どのような役割をほたしてきているか。

⑳8時限目「『解放の神学』と民衆」

Ql教会ほ，スラムのなかで，どのような活動を行ってきているか。「サン。ミゲル教会の約束

¶正義¢土地◎子ども」（146べwジ）は何を意味しているのであろうか。

Q2「盗みほいけない，と説く神父ほ間違っている。その言葉は一見きれいだが，実ほ腐った言

葉だ」（147ページ）とほ，どういうことを言っているのか。また君たちほこの言葉をどう考え

るか。

Q3 ニカラグアにおいて，サンディニスタ民族解放戦線とカトリック教会とほどのような関係に

あるだろう。教会と神父がほたしている役割ほどのようなものだろうか。

Q4「解放の神学」とはどのような考え方をもつ神学なのか。まとめてみよう。

⑳9時限目「したたかで，陽気な人々」

Qlメキシコ地震の際，何が国民をパニックから救ったのでしょうか。日本人の行動様式とどこ

が異なっているのでしょうか。

Q2 メキシコ地震に日本ほ多額の援助をしました。しかし，メキシコの民衆はあまりありがたみ

を感じなかりたと言います。どうしてでしょうか。

Q3サッカーのワールド◎カップに対して民衆はどのようにかかわっていますか？ また，彼ら

がサッカーに夢中になるのほどうしてでしょうか。

Q4 日本と異なるラテンアメリカの民族性（国民性）はどんな場面に見られるでしょうか。

Q5 ラテンアメリカから日本を見るとどう映っているのでしょうか。私たちが考えなければなら

ない問題ほないでしょうか。

⑳10時限目ほ「ラテンアメリカ学習で考えさせられたこと（その1）－3分間スピーチと討論」

◎これまでの9時間の学習で学んだことを基にして，君たち1人1人が考えさせられたこと，印

象深かったことを「3分間スピーチ」という形式で発表それをもとに若干の討論を行った。

⑳11時限目は「ラテンアメリカ学習で考えさせられたこと（その2）一討論」

前回の続き，面白い問題提起があった場合には白熱した討論となる。

（小林 汎）
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く附2〉1990年鹿 高校2年 現代社会（あ修2単位＝林担当分）カリキュラム

4月 Ⅰ 政治（高1の人権学習◎政治機構学習の続き）

1 日米安全保障条約と憲法

5月 2 自衛隊と平和主義

3 地方自治

6月 4 社会主義国の政治変動

5 国際政治

7月 ※ 国際化時代の政治

く夏休み〉

9月 Ⅱ 倫理

1 思想の源流

Ⅲ

月

月

月

月

月

10

11

12

1

2

民主主義の思想

経済（中3の経済学習を踏まえて）

1 経済の民主化

2 高度経済成長

1990年鹿 高校忍冬 政治¢経済（必修8単位＝林担当分）カリキュラム

4月 Ⅲ 経済（高2の経済学習の続き）

3 オイル◎ショック後の日本企業

5月 4

5

6月 6

7

7月

く夏休み〉

9月 8

9

10

11

10

11

12

13

産業構造調整

経済のソフト化

労働問題

消費者問題

中小企業問題

農業問題

都市問題

金融の国際化

財政◎社会保障

軍事産業

ー58－



ま2 i4 日米構造協議

〈現社◎政経分野の「開発教育」カリキュラムにつし、て〉

1990年度の高2と高3ほ，下記の開発教育カリキュラム（10時間）を実施した。

1・先進資本主義国の企業はなぜ発展途上国に経済進出するのか。途上国はなぜそれを受け入

れるのか。また，進出ほ途上国にどのようなメリット⑳デメリットをもたらすのか。

2・発展途上国の貿易赤字ほ，どのような経済構造から生じているか。

3．発展途上国の累積債務はなぜ増大していくのか。

4．発展途上国ほ，膨大な累積債務によってどのような問題をかかえ，それにどのように対応

しているのか。

5．アグリビジネスほどのような経営戦略でグローバルな活動をしているか。

6．発展途上国の農業経営の厳しさや農民の貧困化にほどのような原因があるのか。

7．アフリカほなぜ飢えるのか。

8．発展途上国の支配層は，政治支配を維持するためにどのような政策をとっているか。また，

南の国の民衆ほ，この問題にどのように対応しているか。

9．発展途上国による資源ナショナリズムほ，どのような背景から進められていったか。

10．新しい国際経済秩序の樹立が，発展途上国から叫ばれるようになったのほなぜか。

なお，「日本企業による経済進出の影響」や「日本からの¢DÅの現実」については，高1の

地理のカリキュラムの中で実施されている。

以上の流れを踏まえて，1990年皮の現代社会の中での「開発教育」ほ，「※国際化時代の政治」

の項で，外国人労働者の人権問題を扱うことにした。

（林 幹一郎）
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く附3〉笥99¢年度 高校忍冬 日本史（必修2単位＝宮崎担当分）カリキュラム

（以下は教科書として採用している三省堂『詳解日本史』の章立てに基づく）

4月 Ⅳ編 近代の社会と文化

第1章 近世から近代へ

5月 第2孝 明始終新と近代国家の形成

第3葦 自由民権運動と明治憲法体制

6月 第4葦 産業革命と日清◎日露戦争

7月

〈夏休み〉

9月 第5葦 第一次世界大戦と大正デモクラシー

10月 Ⅴ編 現代の社会と文化

第l葦 近代から現代へ

第2華 中国侵略の本格化

11月 第3章 破局への道

12月

＝月は特別授業のみで，全員必修の授業を本校でほおいていないため，一応12月までのカリキ

ュラムである）

〈「開発教育」のプロジェクトに関して〉

歴史という科目の性質から「開発教育」を全面におしだしたカリキュラムほ作製しにくい。

「開発教育」の理念である「政治◎経済◎社会的矛盾を知覚する」こと，「自己を発見し，同時に

矛盾や抑圧的要因に満ちた現実を変革しようとする意志」を生徒が身につけられるよう，歴史的

事象を題材にしつつ，上記のような視点を大切にしている。

カリキュラム的に工夫している点ほ，高3全員が必修の日本史3単位で，上記の視点をより扱

いやすい近現代史を学ばせ，前近代史ほ選択2単位で学習するようにしていることである。1990

年度ほその必修3単位を宮崎が2単位，丸浜が1単位と2人で担当しているため，上記のような

カリキュラムで，幕末明治維新から1945年の敗戦までの基本的通史を2単位で，戦後史と近現代

の思想史を1単位で扱っている（後者のカリキュラムについてほ後述）。内容の面でほ，日本と

東アジアの関係を重視していることが，「開発教育」に「歴史」の側から寄与しているといえる

だろう。

（宮崎 章）
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〈附卑〉写990年應 高校3年 日本敷地修一単位＝丸浜担当分）

4月 Ⅰ 占領と戦後改革

① 戦争の終わり方

② 戦争を進めた体制の変革

5月 Ⅱ アメリカの対日政策の変化と「講和」◎「独立」

① 戦後の世界の特徴

② サンフランシスコ講和と日米安保条約

（さ遵コースと社会運動

6月 （参経済復興と政策の動向

Ⅲ 新安保体制下の日本

① 世界の動きと日米新安保体制

（参安保体制と高度経済成長

（さ政治と民衆運動の動向

＊ 「開発教育」への基本的視点は，前記のとおりである。

＊ 上記カリキュラムの中でほ，全体をとおして戦争責任の問題を考えていくことを重視しなが

ら，具体的に次のような点でアジアとの関わりを扱っている。

◎ 「Ⅱ①戦後世界の特徴」で，アジア諸国の独立への歩みを取りあげる。

◎ 「Ⅱ②サンフランシスコ講和と日米安保条約」で，日本とアジア諸国の関わり方を取りあ

げる。

◎ 「Ⅲ①世界の動きと日米新安保体制」で，「－コストウ路線」を取りあげる。

◎ 「Ⅲ②安保体制と高度経済成長」で，賠償や経済援助の問題を取りあげる。

＊ 2学期ほ，思想史の中で日本人のアジア観にも多少ふれるが，カリキュラムは省略した。

（丸浜 昭）
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く附5〉 1990年度 高校2年 世界史〈必修3単位＝城戸担当）

歴 史 世 界 教科裔との対応 主 を 内 容

4月 導入 窮‡絢t第1餐 せ界史学の成立娘拠、比紀文化の理論、文化と文明、文明の成立、詣放と文字、

時代区分の理論

4月 Å オリエント 第三掲・第4牽 共同体の理論王、メソポダミア文明、エジプト文明、衆地中書経諸民族、

オリエントの統一

う月 B 西アジア 第J褐・第5牽－5 イラン民族遜家、内陸アジア世界

5月 C 南アジアⅠ 第‡褐・第3牽 インダス文明、アーリア人の諾王朝、仏教とヒンズー教、鯛アジア

5～6月 D 地中海

＜教育実習＞

第三褐・第5牽…1へ一4 共同練の噛玉、エーゲ文明、ギリシア世界、ローマ帝搭、卑リスト数の成立

6月 E 衆アジア‡ 第Ⅰ掲・第2牽 費河文明、駿、j瞥代の中国、朝鮮

6一、7月 F ビザンチン 第Ⅱ繍・第4牽－3 ヒザンテンの蟹史と欄追、ギリシア正数せ界の形成

9月 G ヨーロッパ言 第Ⅱ褐・第4褒…i～2 共同体の理論汲、ゲルマン世界、フランク重恩、酋爛と緒棚、中世自治都市
＜教育実習＞ 第Ⅱ掲・第4牽】4一－5 キリスト教の展開、王権と議会、大学と文化

9′、10月 ‡・iイスラム‡ 第工褐暮第2濠 イスラムの概念、アラブ帝窃とイスラム帝国

10〝㌦12月 王 ヨーロッパⅢ 節田岡・第1ぺ－－2車 大航海時代、ルネサンス、宗教改革、絶対主盛、市民寒冷、腕命

1月

2月

J イスラムⅢ 節汀絹・第2車

節投網・第3車

イスラム世界の拡大、チムーブ爛、サファピー朝、オスマン＝ト／レコ帝国

K 南アジア刀 第Ⅲ開・解ヨ車 南アジア世界とイスラム、ムガー／爛、鯛アジア世界

2へ一う月 ！J 凍アジア滋 第Ⅱ褐・第1牽

鮮血滴・第4牽

衆＼礪代の中国、聯

（教科書は、高2・高3とも、三省堂『詳解せ界史』を使用）
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1990年皮 高校3年 せ界兜（選択2単位二城戸担当〉

4月 貫ウィーン蝕謝：ぞの威☆と崩蟻（第弼扇・第1車…1・2・4・5〉（〉内石鯛との対応閑鼠以下同じ。

A：ウィーン繊糾とヨーロッパ寮命の問題：ウィーン鵬蠣凱こおける3波の蚤臥その欄追と降色

臥ウィーン藤樹の成立 三ウィーン会議、ウィーン俸臥潮境び下の抑圧と既統、ラテン＝アメリカ諸国の独立
t ；ギリシアの独立
C；ウィーン僻糾の助綴 ；七月蚤命とその影響、イギリスの自由主鄭勺改革
D：ウィーン鱗糾の崩頓 ：■ニ月番命とその影響

E…ナショナリズムと社会主義 …ナショナリズムの艶念、ナショナリズムと革命の問題、社会主轟思想の系譜

5月 荘 発遮駒蘭褒章義樹家の展開（第Ⅳ頗・第1車十3・5）

Atイギリス自由主義の発展
・「せ界の工場」としてのイギリス、労磯問題の展開、議会政治の確立、
王爵二次イギリス帝国、アイルランド問題

B…フランス賂二帝政と第三共和致 ；第二帝政、パリ＝コンミューン、第三共和致
C；アメリカ合衆国の発展 ；民主主義の発露、範士拡大と西物、南北戦争、アメリカ塵取変容主轟の発露

6月 Ⅲ 飽遮約磯褒主義繍家の鞄巌（第Ⅳ綺・寮1螢…3）

A；イタリアの紋∵瀞 ：リソルジメントの轡資と系譜、リソルジメントの周発と完成

B；ドイツの統一選駒 ：駄一の常軌ビスマルクの敦簸、紋一題緻の鯛と完成

C；ロシアの近粍fヒと寛方問題 ；近代化の静爵、第一次・第二次寛方問題、クリミア戦争、
； ；露土戦争と吋レリン会議
t ‡

6へ一7月 Ⅳ 鰭同車姦とぞの汲髄（第欄・第3車）

Å，帝温室議論※
，聯盟主轟時代、帝温室議論、敢陀の帝国主義

B；帝鼠妙世界改発※ ；英・弘一独・露・米、世界分別の意轟、分別前のアフリカ
I

I

9月 Ⅴ 優喪主姦ヨーロッパの世界進出への対応と変容（第噸・第2車〉

A，ヨ一口ッノ聯と非ヨーロッパ世界※．近陀ヨーロッパとの対決時代におけるアジアの岡、アジアの「近陀肥」

B；寛アジア世界の対応と変容※ ；傍観と鑑抗＜アヘン戦争、太平天国、アロー囁争、洋路遜紛＞、
： ：聯糾三至翰の終索＜滴仏教蓼、日済争、変済、轟紬団蓼件＞、聯

C：南アジア榊応と変容※ ；インドくインド村落拷問俸とその解棒、樹ヒ過程、民郎観の展開＞、

； …寛南アジア＜砥鰍ヒ過程、複合社会の形成、民配鞠の展開＞

Di西アジア・北アフリカ世界の対応と変容‡西アジアの近陀化と練馬イヒ、オスマン：トルコ咽の褒追、
： ※：イラン民駄王朝の展開、北アプリ別こ対する抑圧、各地の庶物l

10月 Ⅵ 蘭太敬綴の配党（第Ⅴ縮・第1車－1・2暮4、第2牽…1～3）

A：雨瀾の問題点 ；ま920年代詠、1930年憾
B：ヴェルサイユ体制とその欠陥 ：パリ講和会議、ヴェルサイユ鉢糾とその欠陥、陳不安の簡餐

C…ロシア聾命とソ連邦の成立 ：螢命運勒の遜臥ロシア寒命、ソ連邦の成立と発展、スターリン俸劉の確立

D；ヴェJレサイユ絡樹下の駄畿 ：敬綾取米の飯守主轟、降臨調と寧傾聴′ト、栄l英・仏・独・聴の礪勢

E；世界恐慌と各国の維． ；せ界恐慌の発生、各位の対応
F；ファシズムと人機縁 ；ファシズムの成立と展開、人民戦線の成立と崩壊

10′－11月済 南大柳のアジア（鱒Ⅴ掲・第1餐－4）

A：ワシントン藤樹
lワシントン俸劉と民脚数】

B；寛アジア ；草亥軸、究アジア民駄鞄の展開、第一次国共合作と北伐、
： ‡漁刑事変と抗日民駄凝臥日中戦争と第二次遜共合作

C…南アジア …インド民族独立遜豹の展開と激化、紫蘭アジアの将勢
D；西アジア・北アフリカ ；トルコ寄食、エジプトの民駄鞄、イラン寄食、アラブの胸

11月 Ⅶ 敬二次数熟太敬（第Ⅴ轟綺第2牽】4）

A；大戦の開始
；大戦の背教、ミュンヘン銘定、独ソ不可侵条約

B：大戦の経過 ：衆蜜槻、バ′レト海方面、西部戦線、ノウレカンt北アフリカ方面、太平洋戦争

C…斑際会議と終戦 ；大西洋驚乱発英二団会議、米英ソ三国会議、レジスタンス鞠、終臥
； ；第二次世界大戦の性格
，

I

11～12月 Ⅸ 筑二次健堺太執陵の世静（第5縮・第3牽）

Å．！執汲処理と機※
l衆敢闘題、ドイツ問題、アジアの変容、冷戦の開始

B；戦後資本主務陳腐勃※ …米、西歌謡国
C；社会主爵緑樹の形成※ ；ソ遽、聴
l

D：第三勢力の由濁と平和共存※ ：寛アジア、寛商∴南アジア、西アジア、アフリカ、ラテン＝アメリカ、平和共存

E…1970年代の蟄弊※ …欧米、社会主轟潔、ÅÅLA

F；1980年代の世界※ ；欧米、教会主轟廻、ÅÅLA
G：核寮・鯛と平和選飴※ ：大戦後の紛争・武力干渉、核祭・寧繚問題、平和避勒

l l

H：礪違約暴力の時代※ ；南北間擾の登場、資源・食橙・人口問題
l

＜開発貌育との対応＞ ※印のテーマを中心に、開発教育に避顧な歴史的督祭を意識的に取り上をずるにとどめる。 （城戸一夫）
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